
県立病院看護部　教育目標 2022年県立病院看護部　教育目標

１．患者の多種多様で複雑な健康上の問題に対処できる、看護職を育成する １. 専門職として資質の向上に努める

２．価値観が違う患者の個別性に対処できる、看護職を育成する 　１）総合的に考えて自ら行動できるスタッフの育成

３．得意とする自分の専門領域を持てる、看護職を育成する

４・多様化する社会のニーズに対応できる、看護職を育成できる

５．医療経済を考慮し、効率性を踏まえた看護を実践できる、看護職を育成できる

６．専門職業人として役割を自覚し、チーム医療を実践できる看護職を育成できる

県立姶良病院　教育理念 令和４年度　学習目標

１．自己目標を設定し自己研鑽に努める

2．ナラティブ等を通じ、自己の看護を振り返る

教育委員会 11日 9日 13日 11日 ８日 １２日 14日 １４日 1２日 １１日 ８日 ８日

ラダー1

（教育担当）

・振り返り研

修

・チェックリス

　ト提出

 ( 4/30  )

・振り返り研

　修① ( 5/

9)

・振り返り研

　修②(７/11 )

・チェックリス

　ト提出

    (7/1  )

・振り返り研

修③（10/14)

・チェックリスト

提出（１０/１）

・振り返り研

　修④

（ナラティブ）

 ( 1 / １３  )

・チェックリス

　ト提出

  (  3 / 1  )

担当

（1.2）病棟

新人教育担

当

副看護師長

（副師長教

育担当）

・新人教育

・オリエン

  テーション

・新人研修

・精神科研修プ

ログラム①

（４/  ２８ ）

別紙参照

　

・精神科研

  修プログラ

  ム②( ５/ ２６)

（別紙参照）

 

・精神科研

  修プログラ

  ム③（６/ ２３)

（別紙参照）

 他部署研修 精神科看護

の振り返り

ラダー2

担当

今年度は該

当者なし

自立して日常看護

実践しチームメン

バーの役割を果た

すことができる

・倫理研修

・ナラティブ

・シミュレー

ション
倫理研修 倫理研修

・シミュレーショ

ン

（医療安全研

修）

・シミュレーショ

ン

（医療安全研

修）

・シミュレーショ

ン

（医療安全研

修）

ナラティブ

発表

・（卒後2年目

　事例検討）対

象なしの予定

ナラティブ

発表

ラダー3
担当

（3.6）病棟

看護実践モデルと

してリーダーシップ

を発揮し、後輩を育

成できる

・倫理研修

・ナラティブ

・シミュレー

ション

倫理研修 倫理研修

・シミュレーショ

ン

（医療安全研

修）

・シミュレーショ

ン

（医療安全研

修）

・シミュレーショ

ン

（医療安全研

修）

ナラティブ

発表

ナラティブ

発表

ラダー4
担当

（3.6）病棟

副看護師長

看護の専門性を追

求すると共に、組

織の目標達成に貢

献できる

・ナラティブ

・倫理研修
倫理研修 倫理研修

・シミュレーショ

ン

（医療安全研

修）

・シミュレーショ

ン

（医療安全研

修）

・シミュレーショ

ン

（医療安全研

修）

ナラティブ

発表

ナラティブ

発表

担当

ラダー１と同じ プリセプター研修

プリセプター研

修① (ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰ

の役割につい

て）5/9

プリセプター

研修②

プリセプター

研修③

プリセプター

研修④

・看護研究の基

本①　 ４/

テーマ

・研究計画

  書作成

  研修

・倫理委員会

・看護研究の基

本②　5/

ﾃﾞ^ﾀｰ

・県立病院学会

プレゼンテー

ションについ

て

・看護研究

　発表会

・座長（　　　）

トピックス トピックス

精神科看護①

新人看護職員

卒後研修

担当（　　）

精神科と法律 精神科看護② 精神科と法律

実技① 座学① 実技② 実技③ 実技④ 実技⑤ 実技⑥ 座学 実技⑦
院内トレーナー

研修
振り返り① 振り返り②

マスター試験① 研修会① マスター試験① マスター試験② マスター試験② マスター試験② 研修会② マスター試験③ マスター試験③

医療制度の概

要・病院の機

能・個人情報保

護・倫理・守秘

義務・接遇

医療安全

感染

・看護補助者業

務の知識と技術

・日常生活にか

かわる業務

・看護補助者

業務の理解

・一年振り返

り

マネージメントラ

ダー

Ⅰ副看護師長

自部署の看護管理

者とともに看護管

理を実践できる

目標管理

成果発表

マネージメン

トラダー

Ⅱ看護師長

自部署の看護管理

を実践できる

マネージメン

トラダー

Ⅲ副総看護

師長

トップマネージメント

を担う一員として看

護管理を実践でき

る

マネージメントラ

ダー

Ⅳ総看護師長

病院全体の管理・

運営に参画すると

共に地域まで視野

を広げた看護管理

を実践できる

その他（委員会研修）
担当

各委員会

・医療安全研修
・救急蘇生

(BLS)
・感染研修 ・医療安全研修

・褥瘡

・医療機器
・医療ガス

・医薬品

・医療安全（年

間まとめ

・記録（監査結

果）

・感染

実施しない予定

司会 ８Ｂ １Ｂ 2Ｂ 3Ｂ ６Ｂ ７Ｂ ８Ｂ １Ｂ 2Ｂ 3Ｂ ６Ｂ ７Ｂ

書記 １Ｂ 2Ｂ 3Ｂ ６Ｂ ７Ｂ ８Ｂ １Ｂ 2Ｂ 3Ｂ 6Ｂ ７Ｂ ８Ｂ

公開講座
担当：副看護師長教育

・看護管理

するうえで

必要な知識

を学ぶ

企画

副看護師

長

CVPPP

身体拘束実技

看護補助者研修

担当　副看護師長会

共通研修

看護研究

担当：（7.8）病棟

トピックス

伝達研修

一人ひとりの看護職者が組織人・専門職業人としての役割を認識し、精神看護の実践能

力を向上させることが出来るよう学習の機会を提供する

 

分類
ラダーレベルの

定義

　　　　　月

内容

職場で指導を受け

ながら看護実践を

行える

3月4月 5月 6月 7月 8月 2月9月 10月 1月11月 12月

研修 研修

・新任師長・

副看護師長

オリエン

テー

 ション

（総看護師

長）

．副総看護師長

看護師長研修

（大島病院）

研修 研修


